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１．研究開発プロジェクト名 

都市部コミュニティを含めた自助による防災力と復興力を高めるためのＬＯＤＥ手法の開

発 
 
 

２．研究開発実施の要約 

 
２‐１．研究開発目標 
（１）コミュニティタイプ別標準的実施手法の開発 

（２）ＬＯＤＥ実施・普及人材の育成方法とその検証 

（３）各タイプ別実施方法を含めたＬＯＤＥ手法の体系化 

（４）自助・互助力の向上を測るための、或いは自助・互助力の向上に有効と思われる指

標等の開発 

（５）個人情報の収集と管理方法に関する研究 

 
２‐２．実施項目・内容 
１）『ＬＯＤＥ各手法』の第二次試行調査 

・ 基本ＬＯＤＥ中高層住宅地モデル：兵庫県伊丹市、神戸市灘区 

・ 基本ＬＯＤＥ戸建て地区・中高層混在型住宅地モデル：兵庫県伊丹市、三重県鳥羽

市 

・ 子ども対象モデル：兵庫県伊丹市、広島市安佐北区、三重県鳥羽市 

・ 障害者対象モデル：三重県鈴鹿市 

・ 困窮世帯の多いコミュニティモデル：大阪市西成区 

・ 育成ＬＯＤＥ（普及コーディネーター・リーダー育成）調査：三重県鈴鹿市、大阪

市中央区、大阪市西成区 

 

２）第２次試行調査の総括分析と研究開発報告に向けた手法の修正検討 

 第二次試行調査の結果のもとに手法の修正箇所等の検討を行い、本研究開発の成果とし

て報告するための手法をまとめる。 
 現時点で予定・想定される成果物は次のとおりである。 
 これらは全て「LODEファシリテータ育成支援ツール」として活用できるものを目指す。 

・ LODEの体系図表 

・ モデルコミュニティでの LODE実施状況・結果一覧表 

・ LODEワークショップ各メニューの説明書 

・ LODE曼陀羅チャート図表及び項目別説明書 

・ LODE曼陀羅チャート図表を活用したコミュニティ自己診断用レーダーチャート 

・ 個人情報取り扱いに関する方針案 

・ 他 

 



社会技術研究開発「コミュニティがつなぐ安全・安心な都市・地域の創造」 
平成28年度 「都市部コミュニティを含めた自助による防災力と  

復興力を高めるためのＬＯＤＥ手法の開発」 
研究開発プロジェクト年次報告書 

3 

２‐３．主な結果 
（１） 地域コミュニティが抱える脆弱さに関する認識とLODEに求められる役割 

（２） 地区の経緯やリーダー等の認識によって異なるLODE導入・実施の目的 

（３） コミュニティのタイプ分けについての考え方 

（４） ＬＯＤＥ手法標準化の考え方 

（５） ＬＯＤＥ実施・普及人材の育成方法についての考え方 

（６） 自助・互助力の向上を測るための、或いは自助・互助力の向上に有効と思われる

指標等についての考え方 

（７） ＬＯＤＥ手法標準化に向けた「ＬＯＤＥファシリテータ育成支援ツール」の試案 

 
 

３．研究開発実施の具体的内容 

 
３‐１．研究開発目標 
 本年度の取り組みにおいて掲げた研究開発目標は、２‐１で述べた内容と大きく異なる

点は無い。また、平成２６・２７年度研究開発の取組みで掲げた「研究開発を目指すＬＯ

ＤE手法の骨格」（図１参照）に関しても、２８年度も引き続きこの考え方の下、取り組み

を進めることとした。 
 加えて、本プロジェクトが本研究開発領域の中において担うべき役割は、「潜在するリ

スクについて、コミュニティの一人一人に、より正しく認識してもらうための手法」を目

指した研究開発であるということも確認している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３‐２．実施方法・実施内容 
 平成２８年度研究開発の取組みの流れを４頁図２に整理した。 

 平成２８年度は、前年度の第一次試行調査の成果を受け、マンションや単位自治会等で

の実施を想定した「基本ＬＯＤＥ」や中高年齢層の参加にとどまらず世代の幅を広げるた

めに不可欠な「子どもＬＯＤＥ」、そしてＬＯＤＥを普及させていく上で中心的な担い手

となるであろう社会福祉協議会職員や民生委員、さらには自治会リーダーや災害ボランテ

ィアなどに向けた「育成ＬＯＤＥ」を重点ポイントとして捉え、第二次試行調査に取組む

図１：研究開発を目指すLODE手法の骨格  
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ものとする。 

 「障害者ＬＯＤＥ」に関しては、現時点で障害者や家族が直接参加するモデルを開発す

ることには相当な困難を伴うことから、育成ＬＯＤＥや基本ＬＯＤＥの中で、障害者への

理解や対応を促す方法を検討する。 

 ５頁〜４２頁の（１）〜（４）において、第二次試行調査等の実施内容を報告する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また、２８年度の第二次施行調査に関しても、平成２６・２７年度の取組みにおいて確認

されることとなった「地域のコミュニティが自治会だけの一枚岩ではなく、町内会・自治会、

子ども会、PTA、障害者家族等の異なるコミュニティが希薄なつながりの中でバラバラに

図２：平成２８年度取り組みの考え方と流れ 
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存在しているのではないかという認識（図３参照）」の下、進めるものである。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）第二次試行調査の概括的整理 

 また、 平成２８年度は第二次試行調査として、９カ所の地区で計１４回のＬＯＤＥワー

クショップ・研修会等を実施したが、表２〜表４にこれを整理した。表２は調査現場別に所

在地、対象コミュニティ、実施日、所要時間、参加者数、対象エリア、タイプや狙い、キー

パーソンや参画者、自力度などを、また表３及び表４ではワークショップ等調査時に用いた

（導入した）メニューを整理した。 

 また、９頁以降（２）〜（４）では、本年度実施した個々のワークショップ・調査の中か

ら、「モデル候補」になると考えられる６地区９対象について報告する。ここでは２６年度・

２７年度報告書にて整理したＬＯＤＥの体系化の考え方等に基づき、次の表１に示すように、

「基本ＬＯＤＥ（自治会やマンション自治会単位）」、「子どもＬＯＤＥ（子ども対象）」

等の対象者別のＬＯＤＥワークショップと、これ等を繋ぐための「つなぎＬＯＤＥ」、さら

には普及者の養成を目指した「育成ＬＯＤＥ」に分け、報告する。 

 

 
LODEの 
タイプ 

基本 
LODE 

子ども 
LODE 

育成 
LODE 

本報告書 
で 報 告 す

る 
現場 

伊丹市Ａ地区 
M自治会マンション 
【都市・混在地区】 

広島市安佐北区 
子育て支援団体 
【短時間モデル】 鈴鹿市 

災害ボランティア 
【地域リーダー】 伊丹市Ａ地区 

Ｓマンション自治会 
【都市・マンション】 

伊丹市Ａ地区 
Ａ小学校 

【短時間モデル】 
鳥羽市M地区 
離島集落全体 
【郡部モデル】 鳥羽市M地区 

離島集落全体 
【長時間モデル】 

大阪市 
社協職員 
民生委員 

【福祉コーディネーター】 
神戸市灘区 

大規模マンション 
【大都市・マンション】 

図３：バラバラな地域コミュニティ 

表１：本書で報告する平成２８年度実施タイプ別LODEワークショップ 
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表２：平成２８年度実施LODEワークショップ試行調査の状況（その１） 
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表３：平成２８年度実施LODEワークショップ試行調査の状況（その２） 
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表４：平成２８年度実施LODEワークショップ試行調査の状況（その３） 
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（２）基本ＬＯＤＥ 

①神戸市Ｎ区大規模マンション（大規模マンション） 

a）対象コミュニティ 

・ 大規模分譲マンション（計５棟６０３戸）。 

b）実施前の状況 

・ 管理組合理事会の下に「防災減災委員会」を設置。 

・ 平成２７年度にプロジェクトアドバイザー及び研究協力者からの紹介を受け、 

ＬＯＤＥの取組みを開始、ＬＯＤＥ図面ワークショップ、第１回防災訓練等を実施

した。 

c）今年度実施の経緯と実施の狙い 

・ 地元防災活動リーダーたちが、住民の参加率がまだまだ低調であると考え、住民意

識を喚起する目的で、住民の参加をさらに促し、防災活動への関心を持ってもらう

ための取組みを行うこととした。 

d）対象コミュニティのキーパーソン 

・ 防災減災委員会委員長（管理組合理事長経験者）以下、委員会の中に数名の熱心な

メンバー（大半は防災士である）。 

・ メンバー中１名は、このマンションを担当する民生委員。 

・ 管理組合理事会の他メンバーは、防災活動に対してさほど協力的ではない（防災減

災委員会メンバー談による）。 

e）ＬＯＤＥ実施の狙い 

・ 要援護者の把握をしたい。 

・ 防災やコミュニティ活動に関し無関心層が多い住民の意識を喚起したい。 

f）実際の実施内容と実施体制 

【防災訓練：11月23日実施】 

● 防災訓練実施の狙い 
・ 参加者が少ないままデータ収集を目的としたワークショップを継続するには限界が

あり、そのため沈滞気味の住民参加度を上げたい（参加者３００名を目標）。 
・ 住民同士のコミュニケーション増進を図りたい（狙いは垂直避難を促しやすい上下

関係の構築、そのための出会いの場の提供）。 
・ 住民にマンションの防災環境・能力を知ってもらう、関心をもってもらいたい。 

● 参加者数・協力住戸数 
 

表５：神戸市灘区大規模マンションでの２８年度防災訓練参加者数（受付数） 

 １番館 ２番館 ３番館 ４番館 ５番館 他 計 

参加者人数 40名 48名 97名 21名 28名  234名 

（参考：前年

度参加者数） 
（37名） （39名） （61名） （23名） （24名） （2名） （186名） 

参加住戸数 26戸 26戸 45戸 13戸 19戸  129戸 

安否確認シ

ート貼出し

協力住戸数 

87戸 75戸 145戸 32戸 83戸  422戸 

全住戸数 131戸 112戸 188戸 58戸 114戸  603戸 



社会技術研究開発「コミュニティがつなぐ安全・安心な都市・地域の創造」 
平成28年度 「都市部コミュニティを含めた自助による防災力と  

復興力を高めるためのＬＯＤＥ手法の開発」 
研究開発プロジェクト年次報告書 

10 

 
● 実施内容・手順 
    08:30 準備開始 

    09:00 全スタッフ本部前ピロティ（三番館前ピロティ）に集合、 

       委員長及び役員（本部スタッフ：消防署勤務の住民）より役割分担の確認 

    09:30 火災発災警報を全館で鳴らす 

       各住戸は「安全」または「助けが必要」のいずれかの安否確認シートを住 

       戸玄関ドアに貼り出す。 

  世話人は安否確認シートの貼出し状況の確認調査（全戸調査→本部に報告）。 

    10:00 避難者は本部前ピロティに集合、各自番館別受付テーブルで受付を済ます。 

          各番館リーダーは番館の居住者同士が互いに自己紹介と握手するよう促す 

          各番館リーダーは参加者人数を本部に報告する 

          理事長から挨拶、役員より本日の説明 

       リーダーの引率により、番館ごとに５箇所のポイントを巡ってもらう 

❶救急法の体験              10分 

人形を相手に人工呼吸や心臓マッサージなどの救急法を体験する。 

ＡＥＤの使い方説明も受ける。 

❷水消火器による放水訓練         10分 

スタッフの説明に従って放水訓練を実施する。事前に練習の必要。 

❸担架訓練                10分 

担架で「60kgの重さ（ペットボトル）」を運ぶ体験。救助用担架の体験。 

❹携帯型発電機の体験と水リュック運搬体験 10分 

カセットボンベ式ガス発電機での充電体験や、６リットル飲料水リュックを背負

って歩く体験を行う。 

❺ポンプ室見学と防災倉庫の説明      10分 

ポンプ室を見学し、浸水・停電時にポンプが稼働しなくなったときの説明を聞く。 

防災倉庫で、保管機器・備蓄用品等について説明を受ける。 

❻防災学習映像の鑑賞コーナー       10分 

映像による防災研修を受けて知識を得る。 

     【番館毎の巡回順】 

      １番館：❶→❷→❸→❹→❺→❻ 

      ２番館：  ❷→❸→❹→❺→❻→❶ 

      ３番館：    ❸→❹→❺→❻→❶→❷ 

      ４番館：      ❹→❺→❻→❶→❷→❸ 

      ５番館：        ❺→❻→❶→❷→❸→❹ 

    10:30 「助けが必要」の安否確認シートを貼出した住戸を友愛ボランティア訪問。 

    11:00 ポイント巡り終了 

    11:00 炊き出しコーナー（イカ焼きコーナー、ぜんざいコーナー）で各自食事 

        13:00 世話役・ボランティアメンバーによる反省会 

       14:00 片付け開始（14時までに完全終了） 

● 主な結果 
【世話役・ボランティアメンバーによる反省会における意見（24名出席）】 
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・ 昨年と比べ開催時期が１ヶ月以上遅く、寒さも厳しかったが、昨年を超える参加者

があったことは評価に値する。 
・ ４００戸以上（全体の７割）の住戸が「安否確認シート」の掲示に協力してくれた。

HAT地域全体の訓練の時の協力者は５０戸程度だったので、比べものにならないほ

どであった。少しずつ防災減災委員会の活動が浸透してきているように感じる。 

・ １枚だけ「救助してください」という手書きの安否確認シールがあったので訪問し

た。女性の方が「車椅子に玄関横になかったらデイに行ってるので無事だと思って

ください。でも車椅子があったら、中に本人はいるので安否確認して欲しい」とい

うことであった。このような細かなやり取りを重ねていくことが住民からの信頼を

得ることに繋がると思う。 

・ ４〜５年前、理事長をやっていた当時は、ここまで活動が発展するとは想像ができ

なかった。 
・ シートに「寒い中ありがとうございます」という手書きのメッセージがあった。確

実に、防災減災活動が認知されてきていると思う。 

・ ＫＧ集合住宅のモノマネ活動の部分もあるが、現時点ではそれでも構わないと思う。 

・ 参加者から質問が多かったのは、トイレの凝固剤について。少しずつ「我が事意識」

が高まってきていると思われる。 
・ 災害時トイレが２口だけしかないのかという意見も多かった。 
・ 昨年度は、「私一人が踏ん張ってもどうしようもない」と嘆いたのに、今年度は役

員、ボランティアの協力人数・協力度合いが全く違う。 
● 現場写真 

 
 

 

写真１・２・３：防災訓練の準備（子どももお手伝い） 

写真４・５・６・７・８ 

左から（受付、担架訓練、簡易発電機、水リュック体験、救急法体験） 
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【震災祈念灯りイベント：1月14日実施】 

● 震災記念イベント実施の経緯と狙い（コミュニティ側の考え方） 
・ １月１７日震災記念イベントの数々は、昨年度までは公的機関がリードする形でこ

れまで継続されてきたが、今年度からは縮小されていくと言われている。対してＭ

マンション防災減災委員会では、世間の縮小気運にかかわらず、将来にわたって震

災祈念を担っていきたいという気概を持っている。 

・ そこで、昨年度に引き続き、住民たちの心に残る、子ども達も参加してくれる震災

祈念灯りイベントの継続実施を企画した。 

● 参加者数 
・ 子ども１８名 

・ 大人  １５名 

● 実施内容 
13:00 : 準備開始、サークルルーム内の作業テーブル設営 
14:00 : 参加者、スタッフ全員がサークルルームに集合、 

         マンション委員長より挨拶 

14:10 〜16:00 ：「空き瓶を灯りとして利用するための装飾・制作ワークショップ」 

        空き瓶の表面に思い思いの絵を描いた布を貼り付ける 

15:00 〜17:00 ：ぜんざいコーナー設置 

17:00 〜19:00 ：空き瓶灯りを地域の方々に楽しんでもらうための灯りイベント 

        屋外階段に並べた３００個の瓶の中に入れた蝋燭に点灯していく 

● 観察調査によるポイント整理 

・ 参加人数は昨年度に比べやや少なかった。今後継続を考えるならば、次年度（３回

目）は、さらに居住者たちの参加を得られるように工夫しなければならないと思わ

れる。 

・ 子どもたちが大人との共同作業に取組みながら、大人と言葉を交わす場面が多く見

られた。 

・ 隣接するマンション団地からも１名の参加があった。 

● 現場写真 

 
 
 
 
②伊丹市Ｓマンション（1月22日実施：マンション） 

a）対象コミュニティ 

・ 分譲マンション（計２棟１７０戸）。 

写真９・１０・１１：震災祈念灯りイベントの様子 
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b）実施前の状況 

・ 管理組合（所有者組織）と自治会（住民組織）の二輪体制によるコミュニティ。 

・ ＬＯＤＥ図上ワークショップは、自治会主催により、平成２６年２月、平成２７年

２月、平成２８年２月と、過去３ヵ年、毎年取組んできた。 

c）実施の経緯 

・ 自治会長からの要請。 

d）対象コミュニティのキーパーソン 

・ マンション自治会長。 

・ このマンションを担当する民生委員１名（マンション居住者）。 

e）ＬＯＤＥ実施の狙い 

・ これまで培ってきたマンション住民間のつながりを維持・増進したい。 

・ 高齢者がますます多くなるマンションの見守り力を増強したい。 

・ 図上のワークショップから、実際の防災訓練に繋げられるような内容に取組みたい。 

f）実際の実施内容と実施体制 

● 参加者数と参加者層：３５名（うち当該マンション居住者３５名） 

● 実施内容と結果 

次頁及び次々頁の表に示す。 

● 観察調査等からの考察 

・ 当日は伊丹市社協の防災イベントと日程のバッティングが起こったが、当該マンシ

ョン住民だけで前年度の２７名を上回る３５名の参加者を得た。 

・ 入居者全戸の苗字を記入する作業では、「誰が住んでいるか知らない住戸」・「住

んでいる人を間違って認識していた住戸」の合計が１戸（全体の0.6%）に過ぎなか

った。３５名（３５戸から１名ずつ参加として全体の20.6％）の居住者が99.4％の

住戸の情報を掴んでいるということがいえる。この数値は、２７年度の数値を１割

以上上回るものであった。 

・ 今回、初めて「要援護者の個別避難支援計画」の検討を班別に行ったが、支援が必

要な状況、必要な支援の内容、必要な支援者の人数、支援者候補の特定などを問題

なく行うことができた。「要援護者の個別避難支援計画」の検討では、各班の住民

たちが、要援護者の状況や世帯事情、さらには当該要援護者とコミュニケーション

を取りやすい住民の情報などをきめ細かく把握できていることが判明した。また、

当日「認知症予備軍的高齢者」が２名参加していたが、周りの参加者たちが、当該

高齢者を無視することなく、集団の中で安心して参加できるように対応していたこ

となど（例えば「●●さん、困ったことがあったら必ず私が駆けつけるから安心し

てね」という言葉かけなど）は、住民の成長を感じさせるものであった。 

・ 取組み開始から３年間を経過し、参加住民層（自治会役員や班の中での世話役また

は世話役経験者が多数）の意識は確実に高まり成長を遂げていると思われる（自治

会長、自治会副会長、民生委員、伊丹市社協担当者等へのヒアリングでも確認）。 

・ リーダーの育成面でも、今回初めて自治会長がワークショップの司会を部分的に勤

めたり、防災機器の説明役を担ったりと、確実な進歩を遂げている。 
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表６：伊丹市Ｓマンション自治会での基本ＬＯＤＥの実施手順（その１） 
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表７：伊丹市Ｓマンション自治会での基本ＬＯＤＥの実施手順（その２） 
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●現場写真等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
  

写真１２（図上作業の様子） 

 
写真１３・１４（作業の結果できあがった情報図） 

 
 

写真１５・１６・１７ 

（左：要援護者数等の集計、中：防災関連機器の体験、右：会食ヒアリング） 

 
表８：要援護者避難行動支援計画の検討結果（１５名中４名分の事例） 
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③伊丹市Ａ小学校区Ｍ自治会（9月17日実施：中高層住宅混在地区） 
a）対象コミュニティ 

・ Ａ地区（小学校区）の中の単位自治会（戸建住宅とマンションとの混在地区） 

b）実施前の状況と実施の経緯 

・ 平成２５年度より、小学校区内を対象エリアとする「Ａ小学校地区地域福祉ネット

会議」を設置（まちづくり組織役員、民生委員、災害ボランティア、社協職員、包

括支援センター職員、市代表などから構成）。 

・ 平成２５年１２月に学校区単位で図上防災ワークショップの講習を開催した（講師

役は災害ボランティアネットワーク鈴鹿チーム）。 

・ 平成２６年度は「まち歩きイベント」を実施し、その調査結果を『地区防災マップ』

としてまとめた。 

・ 平成２７年度は『地区防災マップ』の印刷を行ったが、そのために地区内の企業を

訪問、協賛金の依頼やヒアリング調査を実施した。 

・ ６月から「Ａ小学校地区地域福祉ネット会議」を毎月開催し、当該ワークショップ

の企画も検討してきた。 

・ コミュニティ側のメンバーが講師役を担うことから、倉原PJ側にアドバイス・チェ

ック役の要請があった。 

c）対象コミュニティのキーパーソン 

・ まちづくり組織役員、民生委員、災害ボランティア、社協職員、包括支援センター

職員、市代表から成る「有岡小学校地区福祉ネット会議」組織を構成している。 

・ その中で当該自治会の会長もネット会議メンバーの一人である。 

d）ＬＯＤＥ実施の狙い 

・ これまでＡ地区で３年間学んだＬＯＤＥを、Ｓマンションに続き、学校区内自治会

での実際現場において研修会を実施する（基本ＬＯＤＥ）。 

・ ネット会議側のメンバーに講師役を担ってもらうことで、ＬＯＤＥのファシリテー

ター・普及者となってもらうための訓練とする（育成ＬＯＤＥとしての性格）。 

e）実際の実施内容 

●参加者数 約３０名 

●実施内容 
・ 次頁の表９に９月１７日研修の内容を整理する。 

 
●現場写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表９：伊丹市Ａ小学校区M自治会での基本ＬＯＤＥの実施手順 
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④鳥羽市Ｍ地区集落全体（3月11日実施：郡部離島地区） 

a）対象コミュニティ 

・ 鳥羽市Ｍ地区（離島集落、人口630人、高齢化率45％）の集落全体が対象。 

・ 平日の日中は、集落の中に児童や学生、通勤者等が不在となり、高齢化率が著しく

高くなる特徴をもつ。 

・ コミュニティは非常に密であり、防災課題も「地震による津波」であることが住民

間で共通認識となっている。 

b）実施前の状況と実施の経緯 

・ 約１０年前、南部等が講演で訪問して以来、夏期には「鈴鹿子ども防災サミット」

に子どもを派遣する等、災害ボランティアネットワーク鈴鹿とは繋がりがあった。 

・ しかし、当時以上に高齢化が進み、加えて小学校が廃校になるなど、自主防災組織

もこのままでは弱体化を免れ得ないという危機感があった。 

・ そこで、３月１１日の東日本大震災の発災６年後の日に、集落の大人と子供を対象

とした防災研修を開催し、それを契機に自主防災組織の強化を図るとともに、再度

『要援護者台帳』の作成・更新をするべく、今回の企画を行うこととなった。 

c）対象コミュニティのキーパーソン 

・ 鳥羽市職員であり、自主防災組織の役員でもある居住者Ｓ氏が取りまとめ役、連絡

調整役を担っている。 

・ Ｓ氏の周りには、自主防災組織の仲間が数名いて、非常に連携も上手くとれている。 

d）今回のＬＯＤＥ実施の狙い 

・ ３月１１日の日中に子ども対象の研修会を、またその日の夜にそれを引き継ぐ形で

大人対象の研修会を実施して、集落ぐるみで防災活動の再活性化の契機とする。 

・ 住民には、とりわけ昼間と夜間の防災体制が大きく異なるという課題を認識しても

らう。 

e）実際の実施内容 

●参加者数 約１００名（夜の部の大人の参加者だけの数字） 

●実施内容 

・ 次頁以降の表１０・１１に３月１１日研修の内容を整理する。 
●現場写真 
 
 
 
 
 
 
 

f）参加者の反応 

・ 終了時に感想をポストイットに書いてもらったが、ほとんどすべてが好評であり、

再度の開催や継続的開催を要望する意見も多かった。 

写真２１・２２（夜間は１００名を超える住民が参加） 写真２３（更新したい世古別カ

ラー分類の要援護者台帳） 
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表１０：鳥羽市M地区（離島地区）での基本ＬＯＤＥの実施手順（その１） 
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表１１：鳥羽市M地区（離島地区）での基本ＬＯＤＥの実施手順（その２） 
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（３）子どもＬＯＤＥ 

①兵庫県伊丹市Ａ地区（小学校授業でのＬＯＤＥ研修） 

a）対象コミュニティ 

・ 小学校児童（4年生学年全員１２０人）。 

b）実施前の状況と経緯 

・ 小学校区の民生委員や自治会リーダー、まちづくり協議会役員等に加え、社会福祉

協議会、市役所担当課が参画して組織する団体「地域福祉ネット会議」では、平成

２７年度１月・２月に開催した校区全域対象のＬＯＤＥ研修会（合計２００名以上

参加）に引き続き、ＬＯＤＥを子どもに普及させるために、学校を巻き込んだ取り

組みを企図していた。 

・ かねてよりネット会議の防災福祉活動に大きな理解を示していた小学校校長から、

「4年生で１時限のコマであれば防災授業に使うことが可能」と言う提案を受け、平

成28年７月から毎月「小学校子どもＬＯＤＥ」実施企画会議を重ねてきた。 

C）子どもＬＯＤＥ実施の狙い 

・ 子どもを徐々に引き込んでいくためには、毎年小学校の授業で取り入れられれば理

想的である。 

・ その後子どもから親世代（PTAなど）へと波及していくことができれば、自治会のＬ

ＯＤＥに参加しない世代を引き込むことができる可能性がある。 

d）小学校での子どもＬＯＤＥ実施企画のポイント 

・ ４５分間という短い時間であるが、今の子どもの集中力は長時間持続しないので、

この程度の短い時間でプログラムを作る方がベターではないかという考えのもと企

画検討を重ねた。 

・ 集中力持続のためには、子どもの関心を引きつける工夫が不可欠であるため、クイ

ズ形式を取り入れることとする。 

・ 同様に、今の子どもは会話によるコミュニケーション力が昔の子どもと比べて劣っ

ているのではないかと思われる（兵庫県小学校教師からのアドバイス）。そこで、

プログラムの初期に映像を取り入れることで理解を促す工夫を施すこととした。 

・ 子どもたちの関心を引きつけることができた場合は、１対１のインタビューや質問

形式を導入して、子どもたちに大人と会話（生のやりとり）させる。これによって

会話によるコミュニケーションの大切さを少しでも感じてもらう。 

・ 対象が小学校4年生であることから、複雑な地図読みを求められる難易度の高い図上

作業は難しい。そこで、「地図に関心を持ってもらう」や「自宅や学校などの位置

を図上でわかるようになる」というところに図上作業の目標を置いた（下げた）。 

e）実際の実施内容と実施体制 

● 参加者数：子ども１２９名 

● 実施内容と結果 

２４頁の表１２に示す。 

● 観察調査等からの考察 

・ ４５分（若干オーバーして５０分）という短い時間の中で効率的に進めることがで

きた。 

・ つまらなさそうにしている子どもや手持ち無沙汰な子どもの姿はほとんど目に入ら

なかったことから、映像メニューやクイズを導入したことは正解といえるだろう。 
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・ これらのことは、後に報告する広島市安佐北区の事例でも同様な傾向がうかがえる

ことから、「子どもＬＯＤＥ短時間プログラム」として有効な進め方になると考え

られる。 

・ 子どもたちの事後アンケートでは、「これから、このような地域の行事があれば参

加したいですか？」という質問に対し１２９名中８０名（約６２％）が「はい」と

答えていることから、子どもたちにも概ね好評であったと思われる。 

・ 当日の総合ファシリテーターを務めた地域福祉ネット会議副委員長であり民生委員

のＦ氏は、平成２５年９月に初めて南部美智代がコーディネートする防災ワークシ

ョップに参加して学んだが、以来２年半、南部のワークショップに数回参加し、そ

の後２８年１月・２月にA地区の「つなぎＬＯＤＥ」の総合ファシリテーターを務め

た。今回は、他のネット会議メンバーや社協職員も絶賛するほどの絶妙な仕事ぶり

であったことから、ＬＯＤＥファシリテーター（総合ファシリテーター）・普及者

の育成には２〜３年は必要になると思われる。 

● 現場写真 

 
 
 
 

写真２４・２５・２６（災害の映像や、絵パネルなどの利用でわかりやすく工夫） 

写真３０・３１・３２（地図ワークは、４年生でもわかるように易しい内容で実施） 
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表１２：伊丹市Ａ小学校授業での子どもＬＯＤＥ（短時間モデル）の実施手順 
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②広島市安佐北区Ｆ地区（子育て支援の場でのＬＯＤＥ研修） 

a）対象コミュニティ 

・ 私立のＺ寺幼稚園が毎月一度開催する「土曜学校」に参加する小学校児童（低学年

〜高学年まで約２０名）。 

b）実施前の状況と経緯、及び子どもＬＯＤＥ実施の狙い 

・ A区は平成２６年の広島豪雨災害の被災地のひとつである。今回の研修会の会場とな

った寺は、やや高台に位置するものの、昔から境内に洪水時避難用の船を置いてい

た歴史をもつ。 

・ この地域で育つ子どもたちに、防災教育が必要と考えた住職（幼稚園長）から相談

を受け、子どもＬＯＤＥを開催することとした。 

c）子どもＬＯＤＥ実施企画のポイント 

・ 土曜学校が６０分間という短い時間での定期開催であることから、１回あたり６０

分を厳守し、１２月と２月の２回実施することとした。 

・ １２月は南部の「高齢者三種の神器箱」づくりという制作体験メニューを中心とし

て実施することとした。 

・ ２回目の２月は、地図ワークに中心とすることとした。低学年の児童が少なくない

ことから、高度な地図ワークではなく、必要最低限の内容のものとした。 

・ 今の子どもの集中力は長時間持続しないので、集中力持続のためには、子どもの関

心を引きつける工夫が不可欠であるため、クイズ形式を取り入れることとする。 

・ 同様に、今の子どもは会話によるコミュニケーション力が昔の子どもと比べて劣っ

ているのではないかと思われることから、プログラムの初期に映像を取り入れるこ

とで理解を促す工夫を施すこととした。 

d）実際の実施内容 

【１回目：１２月１０日 午前９時〜１０時】 

● 参加者数：子ども１５名 

● 体制：倉原、南部、橘、森本、大西の他、広島の協力者による体制。 

● 実施内容と結果 

・ 変わる画像の防災クイズで導入（約１２分間） 

・ 南部から東日本大震災と「貝殻雛」のお話（約１０分間） 

・ 南部から「一番大事にしているものは」の質問と「高齢者三種の神器」の講話（約

１３分間） 

・ 南部の指導による「三種の神器入れを高齢者にプレゼントするときのメッセージカ

ードづくり」（約１０分間） 

・ 南部による防災絵本『津波が来るぞ、逃げやなあかん』の読み聞かせと絵本贈呈（約

１２分間） 

● 観察調査等からの考察 

・ 画像を使ったクイズの時間は、子供達は活発であった。 

・ その後の南部のお話タイムでは、低学年が多いことからか、なかなか集中力が持続

しない様子をうかがうことができた。飽きさせないように工夫しないと、大人の話

を数分以上継続して聴くことは難しいようであった。 
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●現場写真 

 

 

 

【２回目：２月１１日午前９時〜１０時】 

● 参加者数：子ども１５名 

● 体制：倉原、橘、森本、大西の他、広島の協力者による体制（南部不在）。 

● 前回と異なる工夫 

・クイズ形式、質問形式以外で、長い時間（数分以上）話を聞かせるのは難しいと考え、

短時間で目先が変わるメニューとした。 

● 実施内容と結果 

２７頁の表１３に示す。 

● 観察調査等からの考察（倉原、橘、森本、大西、幼稚園長による反省会での意見） 

・ 前回より、子どもたちを引きつけることができたと思われる。 

・ 小学生の場合、１回２時間以上の長時間プログラムよりも、短時間の取り組みを継

続して重ねる方が、取組みやすのではないかと考えられる。 

・ 今回のやり式であれば、南部でなくともコーディネートができるのではないか。 

●現場写真 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

写真３３・３４（寺の本堂での開催） 写真３５・３６（高齢者にプレゼントする三

種の神器箱にメッセージを貼付け） 

写真３７・３８（新聞スリッパづくり） 写真３９（茂木健一郎博士のア

ハクイズ形式に防災クイズを

加えた新しいクイズは子供達

に好評） 

写真４０・４１（シールを貼る面白さからか、図

上作業にも夢中になる） 
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表１３：広島市A区での子どもＬＯＤＥ（短時間モデル）の実施手順 
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③鳥羽市Ｍ地区集落全体（3月11日実施：郡部離島地区） 

a）対象コミュニティ 

・ （２）の④で「基本ＬＯＤＥ」を実施した鳥羽市Ｍ地区（離島集落、人口630人、高

齢化率45％）の子どもが対象。 

・ 昨年度小学校が閉校になるなど、少子化が顕著で、小中学生全員でも２０名に足り

ない。 

・ このように超高齢化が進む島にあって、小中学生はもはや「守られる対象」ではな

く、「高齢者を支援するための貢献」を求められるか、そうではなくとも「自分の

身は自分で守れる子ども」であることが求められている。 

b）今回の子どもＬＯＤＥ実施の狙い 

・ ３月１１日の夜間に大人対象の大規模研修会を実施する予定である。この大研修会

に先駆け、かつ成果を引き継げる形で、同日昼間に子どもＬＯＤＥを開催し、「集

落ぐるみで防災活動の再活性化」の契機とする。 

d）実際の実施内容 

●参加者数 子ども１４名（中学生３名を含む） 

●実施内容 

・ 次頁以降の表１０・１１に３月１１日研修の内容を整理する。 

・ 伊丹市や広島市のような１時間程度の短時間の取組みではなく、長時間モデルとも

いうべき３時間以上のものとなった。これはフィールドワークを実施したからであ

る。 

●現場写真 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真４１（コミセンに集

合） 

写真４２・４３（２人１組の班で

高齢者宅訪問インタビュー調査） 

写真４４（フィールドワーク

から戻って整理作業をしま

す） 
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（４）育成ＬＯＤＥ 

①鈴鹿市（災害ボランティア対象） 

a）対象コミュニティ 

・ 主として鈴鹿市内の災害ボランティア。 

b）実施前の状況とＬＯＤＥ実施の狙い 

・ これまで十数年間にわたって、南部等が育成してきた災害ボランティア人材が存在

するが、この人材をより福祉的な認識・意識を備えたＬＯＤＥ普及者へと成長を促

す目的で「育成ＬＯＤＥ」を実施することとなった。 

c）実施の経緯 

・ 特定非営利活動法人災害ボランティアネットワーク鈴鹿からの呼びかけ・募集。 

d）実際の実施内容と実施体制 

【育成ＬＯＤＥワークショップ（６月３日実施）】 

● 参加者数と参加者層：４３名（うち行政２名、市議４名、メディア２名を含む） 

● 実施内容と結果 

・ ３１頁及び３２頁の表１５・１６に示す。 

・ なお、今回の育成LODEでは、様々な地域からの参加者のため、特定の地域やマンシ

ョンをステージにした図上ワークショップを行うことはさほど意味を持たないと判

断し、「仮想のマンションコミュニティ（次図４参照）」を作成し、使用した。こ

の仮想コミュニティは、全国平均から見て高齢者の比率や要援護者の比率などをや

や高めに設定したが、「ヘルパー初任者研修レベルの福祉知識」を目安に設定・作

成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 参加者意見による考察 

・ 「良かったところ」と「課題点」の参加者アンケート結果を表１７に示す。 

・ とりわけマンションでの防災問題と障害者など要援護者に関してより知りたいとい

う関心の高さをうかがうことができる。 

図４：育成LODEで使用した仮想コミュニティ図 
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表１５：鈴鹿市での育成ＬＯＤＥの実施手順（その１） 
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表１６：鈴鹿市での育成ＬＯＤＥの実施手順（その２） 
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●現場写真及び図表等 

表１７：鈴鹿市での育成ＬＯＤＥ（６月３日）参加者の感想・意見 
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【育成ＬＯＤＥ勉強会（８月６日及び１１月１３日実施）】 
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● 参加者数と参加者層：１１名（８月６日）及び１７名（１１月１３日） 

● 開催時間：８月６日１３時〜１６時、１１月１３日９時〜１２時 

● 実施概要と経緯 

・ ８月６日は、主に「子どもの理解」をテーマに勉強会を開催した（メイン講師は現

役小学校教員の森本が務めた）。 

・ １１月１３日は、「障害の理解」をテーマに勉強会を開催した（メイン講師は鈴鹿

市療育センターＮ所長が務めた）。 

・ これらの開催は、６月３日のワークショップにおいて、Ｎ所長から受けた障害者・

障害児に関する説明を、さらに深めたいと希望する参加者が複数いたことによる。 

● 具体的な実施内容 

・ １１月１３日に開催された勉強会は主に次のように進められた。 
・ まず、Ｎ所長から「障害児に向き合うための姿勢に関する１０問クイズ」が出題さ

れ、その回答（考え方）を学ぶこととなった（表１８参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 続いて、発達障害児の指導に携わっている学校法人こいみどり学園の谷口理事より

「各種障害に関する概括的理解促進のための説明図」を資料にレクチャーが行われ

表１８：障害児に向き合うための姿勢に関する１０問クイズ   

（鈴鹿市療育センターＮ所長作） 
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た（図５参照）。 
・ 被災時の問題点をこの図から読み取るならば、まずは世間一般の人々からは精神障

害や発達障害のような「見えない（身体的障害ではない）障害者」が相当多数存在

することである。この障害者たちは、避難所へ行っても障害であることゆえの配慮

を受けられない恐れがある（避難所のリーダーたちがこの種の障害に無知・無関心

であった場合、その恐れがある）。その場合、避難所での扱いによっては症状（状

態）が悪化する場合もあり得る。 
・ また、精神障害者や発達障害者の中には、「手帳を交付されるレベルの障害であり

ながら、障害の診断を受けようとしない」者も存在する。こうした人々は、行政か

らも障害者として認知されていないことから、被災時に障害の状況に対応した必要

な配慮を受けられない恐れがある。 
・ さらに留意しておくべきことは、「障害と診断されるレベルにまでは達していない

が、障害状態に準じた状態・傾向にある、しかも無自覚な人々」の存在である。こ

うした“グレーゾーン”というべき存在の方々にも、避難所生活の中で状態を悪化

させるケースがある。 
・ これらのレクチャーは、参加者に対して大きな学びとなったようである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②大阪市（社協職員、行政職員、民生委員等対象） 

a）対象コミュニティ 

図５：各種障害に関する概括的理解促進のための説明図 

（学校法人こいみどり学園専務理事 谷口祐司作） 
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・ 主として大阪市内をはじめとする関西圏から集まった社会福祉協議会職員及び行政

職員、並びに民生委員等。 

b）実施の経緯とＬＯＤＥ実施の狙い 

・ 当PJ研究メンバーで社会福祉士の藤本の調整により、大阪市ボランティア・市民活

動センターの記念行事における「分科会」の場で、育成ＬＯＤＥの研修会を実施で

きることとなった。 

・ この育成ＬＯＤＥは、①で報告した鈴鹿市の育成ＬＯＤＥ（災害ボランティアが主

な対象）とは異なり、社会福祉協議会のコミュニティワーカーや、行政の市民向け

防災担当を主な対象とした。 
・ 社協職員等の場合、一般的な自治リーダーや災害ボランティアより要援護者に対す

る意識や知識が高いと思われることから、地図上に要援護者シールを貼る作業より

も、「どのようなポイントに留意・注意して地域防災・福祉活動を展開していけば

良いか」に関する視点や目標、手段を一体化して整理できる『曼荼羅チャート（経

営コンサルタントが使用する名称であるが、ここではＬＯＤＥを推進・普及するた

めに用いるので、今後はＬＯＤＥＳＴＡＲチャートという）』の可能性を探ること

が主な目的の研修会とした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６：平成２７年度報告書でも提案した普及者育成支援ツール 

『ＬＯＤＥＳＴＡＲチャート』 
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c）実際の実施内容と実施体制 

● 日時：２月２６日 １０時〜１２時３０分 

● 場所：大阪府看護会館（ナーシングアート） 

● 参加者数と参加者層：４０名 

● 実施内容 

・ ４１頁及び４２頁の表１９・２０に示すが、今回は地図やマンション図への要援護

者シール貼り作業がメインではなく、「ＬＯＤＥＳＴＡＲチャートの内容を深める

ための、ワールドカフェ方式によるワークショップ」となった。 

・ ワールドカフェ方式に関する説明は省くが、今回は次のように進めた。 

・ テーブルをＬＯＤＥＳＴＡＲチャートの中目標別に設置する。 

・ 各テーブルに「中目標」と「小目標」を印刷した大判の模造紙を置く（図７参照）。 

・ ワールドカフェワークショップの各テーブルでは、参加者がその模造紙の上に、中

目標や小目標の内容等に対する意見や課題を記したポストイットを貼っていく。 

・ 最終的に、その模造紙上に蓄積された意見（ポストイット）の内容を、貼られた1

のままエクセルファイル上で整理して、意見の傾向を分析する。 

・ 各テーマ別のテーブルには、各テーマに明るい専門家が１〜２名ずつテーブルマス

ターとして配置につき、２巡して蓄積されるテーブルでの意見（ポストイット）を

まとめる役割を担ってもらう。 

●結果 

・ 時間の都合上、今回は２巡しかカフェを回すことができなかったが、場を観察する

限り、参加者の発言は活発であった。 

・ ２巡合わせた意見の集約結果（一部）を、図８及び図９に示すが、約３０名の外部

参加者（テーブルマスター以外の参加者）の大半が、この集約結果のメールによる

データ送付を希望したことからも、この実験的なワークショップに対する参加者の

関心は低いものではなかったといえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７：ワールドカフェ式ワークショップのテーブルに配置された模造紙の例 

（「障害者」をテーマにしたテーブルに設置されたものである。当日は、このよう

な模造紙が計８枚設置された。） 
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図８：ワールドカフェ式ワークショップのテーブルの模造紙上に残された意見の整

理・集約事例 

（「障害者」をテーマにしたテーブルに設置されたものである。当日は、このよう

な模造紙が計８枚設置された。） 



社会技術研究開発「コミュニティがつなぐ安全・安心な都市・地域の創造」 
平成28年度 「都市部コミュニティを含めた自助による防災力と  

復興力を高めるためのＬＯＤＥ手法の開発」 
研究開発プロジェクト年次報告書 

40 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９：ワールドカフェ式ワークショップのテーブルの模造紙上に残された意見の整

理・集約事例その２ 

（「繋ぎ・協働」をテーマにしたテーブルに設置されたものである。８つのテーマ

のうち、このテーマに一番多くの意見が寄せられた。） 
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表１９：大阪市での育成ＬＯＤＥの実施手順（その１） 
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表２０：大阪市での育成ＬＯＤＥの実施手順（その２） 
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３‐３．研究開発結果・成果 
（LODEプログラムとしては確立されてきた） 
 本研究で開発を目指す手法としてのLODEワークショップについては、これまで２カ年半

の研究活動の中で一定のプログラムの内容・スタイル、及びその効果がある程度確立され

てきたといえる。 
 例えば、取組み当初よりしばらくの間はＬＯＤＥ推進のキーマンである南部によりほと

んどのＷＳが進行されてきたが、現時点で既に、「地域で育ったキーマン」が、自分の力

で「南部から教わったＬＯＤＥワークショップ」を展開していたり、あるいはＬＯＤＥワ

ークショップの企画や調整に取組んでいる。 
自律した実践コミュニティがある程度育成できているという点（ある特定の特殊な地域

に限らず、また研究メンバーがいなくても出来るという点）では、ＬＯＤＥによる効果が

発揮されているものといえる。 
同時に、これらの動きは、ＬＯＤＥワークショップは誰でもできるプログラムとして確

立されつつあるがゆえということができる。そして、このプログラムの確立は普及という

点への貢献が大きい。 
 

（継続・持続が必要・有効であること、その為の方向、ポイント） 
 一方でこうしたLODEワークショップを市民社会・地域社会にとって、また本研究が目指

す「自助（及び互助）による防災福祉」の点からみて真に有効なものにするためには、取

り組みの持続・継続が必要・必須であることも確認出来た。 
 これは課題でもあり、同時にこうした課題を描き出したことも本研究の成果であろう。

同時にこうした課題に対して、（２）で述べるように、今回の活動の中で幾つか方向やポ

イントも見出されている。 
 このことはまちづくりの現場では当然のことであるが、「自助（及び互助）による防災」

分野でもその必要性が確認されたということである。 
 
（ＬＯＤＥの内包する普及課題と重要性） 
 先に述べた「プログラムとしての確立」と「継続・持続の必要性・有効性」には、普及

に際しての注意点も内包されている。すなわち「プログラムとしての確立」による普及が、

誤った形式的ＷＳの展開に向かい兼ねないという問題を孕むことである。普及できる一定

の形が整ったことは有効だが、逆にその形だけに拘るがあまり柔軟性のない硬直化し安い

ものとして普及してはよくない（従来類似手法においても同様な形の普及はあった）。そ

のための意識・注意喚起として「継続・持続させるためには何が必要か」という問いが大

事な示唆を与えてくれると思われる（一定の形にはまらずある程度地域独自色を出すなど

柔軟に）。 
 これらは決して容易いことではないが、少なくともこのことを意識・認識しておくこと

は重要である。またそれは経験の中で培われるものであろうし、地域の現場にはそうした

人材・環境も存在するものである。 
 
 次の（１）〜（５）に、今年度の結果・成果を整理しておく。 
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（１）ＬＯＤＥワークショップの体系化 

 表２１は、昨年度報告書において整理したＬＯＤＥワークショップ体系化（案）である。 

 平成２８年度は、さらに１カ年の取組みを経て、この体系化の案を、表２２のようにより

シンプルな案へと変更・再提案したい。 

 その理由は次のとおりである。 

・ 「導入ＬＯＤＥ」は、内容が特別なものではなく、基本ＬＯＤＥや育成ＬＯＤＥの

内容を必要に応じてアレンジすることで足りる。 

・ 「障害者ＬＯＤＥ（本人や家族の参加）」は現時点ではその実現がまだ難しいと言

わざるを得ない。障害者や家族が周囲の目を気にせず、むしろ周囲の理解の中で安

心して防災ワークショップに参加できる、そのような環境が実現するまでにはまだ

少々乗り越えなければならないハードルが残されている。当面は、基本ＬＯＤＥや

育成ＬＯＤＥのメニューの中で、「障害に対して理解を深めるための学習」要素を

強化することで対応すべきと考える。 

・ 「つなぎＬＯＤＥ」は、基本ＬＯＤＥや育成ＬＯＤＥと比べ参加者の広がりが異な

るが、実施する内容が大きく異なるわけではない。したがってこれも基本ＬＯＤＥ

や育成ＬＯＤＥの内容を必要に応じてアレンジすることで足りる。 

・ 普及を考えた時、メニューは多すぎない（複雑すぎない）ことがベターであると考

えられる。よって、今年度報告書では、基本ＬＯＤＥ、育成ＬＯＤＥ、そして「子

どもＬＯＤＥ」３つをＬＯＤＥワークショップとして普及に向かうべきと提案する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２１：平成２７年度報告書で提案したＬＯＤＥワークショップ体系化（案） 
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ＬＯＤＥのタイプ 対象・エリア 狙い 

基本ＬＯＤＥ 

（今LODE及び５年後LODE） 

単位町内会・自治

会、及び班、マン

ションの組合等 

・住民一人一人の自助力を上げる。 

・共助意識醸成と要援護者情報共有。 

・将来の守り手育成意識の醸成。 

・防災訓練・避難訓練。 

子どもＬＯＤＥ 学校区など 
・子ども個人個人の自助力を上げる。 
・親（子育て世代）の関心を惹きつける。 

育成ＬＯＤＥ 

基本ＬＯＤＥや子

どもＬＯＤＥと同

じエリア 

・地域の中でＬＯＤＥファシリテーター

を養成する。 

仮想コミュニティ

図を用いるので参

加者のエリアは不

問 

・地域を特定せず、広くＬＯＤＥを普

及・指導する人材を育成する。 

 
 
（２）「継続・持続」から求められる基本ＬＯＤＥ普及者のタイプ 

 当プロジェクトが当初からワークショップの実践に取組んでいる伊丹市においては、既に

何名かの「ＬＯＤＥ普及者」が育っている。 
 コーディネーターとして裏方に徹し複数の地域でＬＯＤＥワークショップを仕掛ける社

協職員（コミュニティワーカー）の他、Ａ学校区内で自治会対象のＬＯＤＥや小学校での子

どもＬＯＤＥの講師役を担う民生委員たちや、同様にＡ学校区内のＳマンション自治会で３

カ年に渡って毎年ＬＯＤＥワークショップを企画・実施する自治会長Ｎ氏等が存在する。 

 ３−３.の冒頭でも述べたように、Ａ学校区の民生委員たちは、既に当プロジェクト（南部

を中心とする事務局）の手を離れ、独自でＬＯＤＥワークショップを展開し始めている。中

でも中心人物であるＦ氏は、「南部のコピー」ともいうべき内容でワークショップの中心的

ファシリテーターを務めている。しかし、その段階はまだ“１巡目”であり、仕掛けた現場

の継続・持続という課題に直面する以前の状況であると思われる。 

 一方、Ｓマンション自治会長の場合は、毎年同じ「Ｓマンション自治会」という現場でＬ

ＯＤＥワークショップを開催している。そして、自治会の活動がマンネリ化・停滞しないよ

うにと、毎年少しずつ内容をアレンジしながらＬＯＤＥワークショップを企画・開催してい

る。自らワークショップのファシリテーターとして参加者の目の前に立つ時間は決して多く

はないが、それでも毎年少しずつワークショップの現場進行役を担う時間は長くなってきて

いる。 
 Ｆ民生委員のやり方は、短期間でＬＯＤＥを普及・展開させるためには重要な役割を担う

が、一方でＮ自治会長のような「息の長い継続・成長ストーリーのある活動を生み出す」た

めの工夫・企画力も不可欠といえる。 
 Ｆ型とＮ型、この両方を併せ持つ進め方が重要といえる。 

（３）子どもＬＯＤＥの展開方向 

 ２７年度の子どもＬＯＤＥワークショップは、いずれの現場でも長時間（３時間あるいは

それ以上）であった。 

表２２：平成２８年度報告で提案するＬＯＤＥワークショップ体系化（案） 
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 今年度は長時間現場が１箇所、短時間（１時間程度）の現場が２箇所であった。 
 短時間の現場のうち２回（伊丹市Ａ小学校、広島市安佐北区Ｆ地区２回目）のワークショ

ップについては、南部が不在であったこともあって、映像メニューやクイズメニューなどの

新しいメニューを企画・準備して運営に臨んだが、それが功を奏する結果となった（子ども

の観察や教員、子育て関係者の反応・評価からも読み取れた）。おそらくその成功は次のよ

うな理由によるものと考えられる。 
・ 現代の子どもは、会話でコミュニケーションする能力が昔の子どもと比べて劣って

きていると思われるので、映像や画像を使うメニューの方が伝わりやすい。 
・ 現代の子どもは、集中力や持久力が昔の子どもと比べて劣ってきていると思われる

ので、時間の短いメニューをたくさん用意し、目先の変化をつけてあげる方が伝わ

りやすい。 
・ 現代の子どもは、昔の子どもと比べて自己肯定感が育っていないと思われるので、

叱咤する指導法よりも、まずは褒めておだてる指導の方が伝わりやすい。 
 一方で、今年度南部がコーディネートした鳥羽市M地区の長時間現場が失敗したかという

と、そうではない。短時間型の２箇所に劣らない成功（地区住民たちからの評価の声）モ

デルとして評価できるかもしれない。 
 そこには、「フィールドワーク」を取り入れたこと、ドローンの体験など目新しいメニ

ューがあったこと、離島の子どもたちが「大人とのコミュニケーションに慣れている」こ

となどの成功要因があげられる。そして何よりも、南部がこのタイプの指導経験が豊富で

あることが大きな要因であろう。 
 今後、子どもＬＯＤＥワークショップは、学校、子ども会、子育て支援現場などを中心

に展開を図ることとなるだろうが、短時間タイプと長時間タイプを適切に使い分けるバラ

ンス感覚が重要である。 

（４）育成ＬＯＤＥ 

 今年度、ＬＯＤＥワークショップは２箇所（鈴鹿市、大阪市）で実施した。 

 鈴鹿市の場合は、地元の災害ボランティアや民生委員などが対象であり、図上ワークショ

ップ（地域の地図や仮想マンション図の利用）に加え、「障害者や子ども等に関する勉強会」

に取組んだ。 

 一方、大阪市の場合は、広く関西圏から社協のコニュニティワーカーやボランティアセン

ター職員を対象とし、「ＬＯＤＥＳＴＡＲチャートの内容を深めるためのワークショップ」

を中心に据えた（図上で要援護者を支援するワークショップはポイントを押さえる程度）。

これは対象者が災害ボランティアよりは要援護者の状況に明るく理解があると考えられる

からである。 

 今後も育成ＬＯＤＥワークショップは、これら２つのタイプで展開されるだろう。 

（５）人材育成の状況 

 図１０は、伊丹市Ａ地区におけるＬＯＤＥ推進体制が平成２７年から２８年にかけて変化

した様子を示した図である。 
 当初は、南部及び当プロジェクトが深く関与（指導、企画）していたが、現在ではほとん

ど現場だけで企画・実施が行われており、当プロジェクト側はそれを見守っているだけであ

る。同じＡ地区のＳマンションや、神戸市灘区大規模マンションでも、多少のスピード差や

程度の差はあるが、同様の傾向をみせはじめている。 
 こうして現場が自律（自立）へと向かっているということは、「住民主体型が信条」であ
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るＬＯＤＥプログラムにおいては、評価できることととらえられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３‐４．会議等の活動 
 

年月日 名称 場所 概要 

2016 年 5 月

18日 
コアメンバーミ

ーティング 
名古屋市 
「 ま ち の 会

所」 

前年度研究開発内容の再点検と今

後の進め方について 

2016年6月4
日 

プロジェクト研

究会議 
鈴鹿市ケーブ

ルテレビ会議

室 

6月3日のワークショップ調査の反

省会と、今後の進め方について 

2016 年 8 月

6・７日 
現場でのコアメ

ンバーミーティ

ング 

鈴鹿市三重県

消防学校 
8月6日ワークショップ調査の反省

会 

図１０：伊丹市Ａ地区におけるＬＯＤE推進体制の変化の状況（H27→H28） 

平成２７年 

平成２８年 
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2016 年 8 月

21日 
現場でのミーテ

ィング 
神戸市灘区摩

耶シーサイド

プレイス 

今後の進め方について 

2016 年 9 月

17日 
現場での事前ミ

ーティング及び

反省会 

伊丹市Ａ地区

Ｋ会館 
9月17日ワークショップ調査の事

前打合わせ及び反省会 

2016年10月
4〜7日 

協力者開拓のた

めのミーティン

グ 

札幌市内各所 今後の普及に関するキーパーソン

への説明や意見聴取 

2016年10月
26日 

現場での準備ミ

ーティング 
伊丹市社協 伊丹市社協担当者と今後の進め方

に関するミーティング 
2016年10月
27日 

現場での企画ミ

ーティング 
神戸市灘区摩

耶シーサイド

プレイス 

11月23日防災訓練及び1月14日震

災祈念イベントの企画 

2016年11月
12日 

プロジェクト研

究会議 
鈴鹿市鈴鹿 11月13日ワークショップ調査の

直前準備会議 
2016年11月 
13日 

プロジェクト研

究会議 
鈴鹿市寺家 11月13日ワークショップ調査の

反省会 
2016年12月
9日・10日 

現場での事前準

備ミーティング

及び反省会 

広島市基町 12月10日ワークショップ調査の

直前準備打合わせ及び事後反省会 

2017年1月6
日 

現場での事前企

画ミーティング 
伊丹市Ａ地区

Ｈセンター 
1月12日ワークショップ調査に向

けた最終準備会議 
2017 年 1 月

14日 
コアメンバーミ

ーティング 
神戸市灘区摩

耶 
今後の摩耶の進め方に関する意見

交換 
2017 年 1 月

15日 
現場での事前企

画ミーティング 
鳥羽市M地区

コミセン 
3月11日ワークショップ調査に向

けた事前企画 
2017 年 1 月

29日 
コアメンバーミ

ーティング 
沖縄県金武町

がらまんじゃ

く 

2月26日ワークショップ調査及び

3月3日シンポジウムに関する打合

わせ 
2017 年 2 月

11日 
コアメンバーミ

ーティング 
広島市基町 普及体制（ LODE ジャパン、

LODESTAR）づくりに関する打

合わせ 
2017 年 2 月

25日 
プロジェクト研

究会議 
大阪伊丹空港 2月26日ワークショップ調査の最

終事前打ち合わせ 
2017年3月2
日 

コアメンバーミ

ーティング 
東京溜池山王 3月3日福武ホールシンポジウムの

事前準備打合わせ 
2017 年 3 月

11日 
プロジェクト研

究会議 
鳥羽市M地区 
M旅館 

3月11日ワークショップ調査の反

省会 
2017 年 3 月

26日 
コアメンバーミ

ーティング 
大阪府社会福

祉会館 
今後の普及者育成支援ツールの改

善内容に関して 
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４．研究開発成果の活用・展開に向けた状況 

 当プロジェクトは、「研究開発」と「実装」を同時に行っている印象を与えることが多い

と思われる。事実、社会に対して実装力のある手法を開発していこうとする場合、机上論だ

けによる研究開発においては全く無力・無意味であり、当プロジェクトの取り組みが常に「実

装」を意識したものであることは否定できない。 
 また当然であるが、実装の成否には無頓着でデータ収集のみを目的とする研究開発姿勢も

問題が大きい。現場コミュニティの協力を得ながら進める調査では、研究開発成果とともに

現場コミュニティにとってもメリットを与えるものでなくてはならないし、現場に対して誠

意を欠く姿勢となってしまう。 
 よって、本プロジェクトにおける研究開発成果の活用・展開は、先ず調査対象モデルコミ

ュニティにおける研究開発を実装レベルでもある程度成功に導き、成功・先導事例として研

究開発記録・データとともに発表していくことが基本である。 
 全国各地の地域コミュニティから注目される成功・先導事例を持つ手法こそがその後の実

装段階の展開で力を持つという考え方のもと、次のような展開を図っている。 
 
４‐１．先進・先導モデルづくりと手法としての整理・位置づけ 

（１） 基本ＬＯＤＥ、マンションＬＯＤＥのモデル 

・ 兵庫県伊丹市Ａ地区（小学校区として） 

・ 兵庫県伊丹市Ａ地区Ｓマンション（マンションとして） 

・ 神戸市灘区Ｍマンション（マンションとして） 

・ 三重県鳥羽市Ｍ地区（郡部集落として） 

（２） 子どもＬＯＤＥのモデル 

・ 兵庫県伊丹市Ａ地区（小学校：短時間モデル） 

・ 広島市安佐北区子育て支援団体（小学生：短時間モデル） 

・ 三重県鳥羽市Ｍ地区（小・中学生：長時間モデル） 

（３） 災害ボランティアなど対象の育成ＬＯＤＥモデル 

・ 三重県鈴鹿市 

・ 大阪市西成区 

（４） 地域福祉人材対象の育成ＬＯＤＥモデル 

・ 大阪市社会福祉協議会大阪市ボランティア・市民活動センター 

 

５．研究開発実施体制 

 
（１）岩手県立大学グループ 

①倉原宗孝（岩手県立大学総合政策学部、教授） 

②実施項目 

・ 『ＬＯＤＥ各手法』の第二次試行調査（企画・監理・分析）と追加関連調査の実施（企

画・監理・分析） 

・ 『ＬＯＤＥ各手法』の第二次試行調査の総括分析と研究開発報告に向けた手法の修正検
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討 

（２）特定非営利活動法人災害ボランティアネットワーク鈴鹿グループ 

①南部美智代（特定非営利活動法人災害ボランティアネットワーク鈴鹿、理事長） 

②実施項目 

・ 『ＬＯＤＥ各手法』の第二次試行調査（企画・実査）と追加関連調査の実施（企画・実

査） 

・ 『ＬＯＤＥ各手法』の第二次試行調査の総括分析と研究開発報告に向けた手法の修正検

討 

 

 

６．研究開発実施者 

研究グループ名：岩手県立大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究グループ名：特定非営利活動法人災害ボランティアネットワーク鈴鹿 
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７．研究開発成果の発表・発信状況、アウトリーチ活動など 

 
７－１．ワークショップ等 
 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

     

 
 
７－２．社会に向けた情報発信状況、アウトリーチ活動など 

 
（１）書籍、DVD 

・（タイトル、著者、発行者、発行年月等） 
 
（２）ウェブサイト構築 

・LODE JAPAN & LODESTAR 設立ホームページ、 
 URL：https://lodestar-jp.jimdo.com、立ち上げ年月：２０１７年３月） 

 
（３）学会（7-4.参照）以外のシンポジウム等への招聘講演実施等 
・RISTEX 第４回公開シンポジウム、コミュニティレジリエンスを高める社会技術～防災・

減災を目指す地域の「参画」と「我がこと意識」～、２０１６年３月３日、東京大学福武ホ

ール 
 
 
７－３．論文発表 
 
（１）査読付き（   件） 

●国内誌（   件） 
・ 
・ 

 
●国際誌（   件） 
・ 
 

（２）査読なし（   件） 

・ 
・ 
 

７－４．口頭発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表） 
（１）招待講演（国内会議   件、国際会議   件） 
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・ 
・ 

（２）口頭発表（国内会議   件、国際会議   件） 
・ 
・ 

（３）ポスター発表（国内会議   件、国際会議   件） 
・ 
・ 

 
７－５．新聞報道・投稿、受賞等 
 
（１）新聞報道（２件） 

・中日新聞２０１６年６月８日地方版：６月３日に鈴鹿市内で開催したLODE研修会の

様子の記事が掲載された。 
・毎日新聞２０１７年２月１２日全国版：熊本地震被災地に贈呈する『シェル雛』に

関する記事が掲載された。 
（２）受賞（   件） 

・ 
・ 

（３）その他（   件） 
・ 

 
７－６．知財出願 
（１）国内出願（   件） 

・“発明の名称、発明者、出願人、出願日、出願番号” 
    ・・・ 
（２）海外出願（   件） 

・“発明の名称、発明者、出願人、出願日、出願番号” 
    ・・・ 
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